
四
月
四
日
か
ら
１
０
４
期
中
国
語
講

座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
国
語
検
定
試
験
を
受
験
さ
れ
た
方
々

に
講
座
の
案
内
ビ
ラ
を
配
り
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
と
お
話
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
「
準
１
級
を
受
験
し
ま
し
た

が
、
自
分
の
水
準
が
ど
の
ク
ラ
ス
が
適

当
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
「
見
学

大
歓
迎
で
す
。
事
前
に
お
電
話
下
さ
い
。
」

Ｂ
さ
ん
「
勤
め
が
吹
田
な
の
で
仕
事

が
終
わ
っ
て
か
ら
通
え
る
教
室
を
検
討

し
て
ま
す
。
」
「
教
室
は
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
の
横
で
と

て
も
便
利
な
と

こ
ろ
で
す
。
」

Ｃ
さ
ん
「
勉

強
は
し
た
い
ん

で
す
が
、
お
給

料
が
安
い
の
で
。
」

「
私
た
ち
は
営

利
目
的
の
教
室

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
四
万
八
千

円

は

一

学

期

（
六
か
月
二
〇

回
）
の
額
で
す
。
」

開
講
に
向
け
て
近
隣
へ
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ダ
イ
コ
ク
ド
ラ
ッ
グ
前
宣
伝
、

中
検
会
場(

関
大)

前
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
常
任
理
事
の
ほ
か
、
大
阪
西
支
部

か
ら
三
名
の
会
員
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

中
国
語
講
座
の
収
入
は
大
阪
府
連
の

大
き
な
財
政
的
な
支
え
で
、
日
中
友
好

運
動
を
前
進
さ
せ
ま
す
。
お
知
り
合
い

の
方
に
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
方
に
は
薄
謝
を
差
し
上
げ
ま

す
。講

師
は
当
教
室
の
日
本
人
講
師
と
中

国
人
講
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

太
極
拳
教
室
も
四
月
か
ら
府
連
な
ん

ば
教
室
、
西
支
部
中
津
教
室
、
守
口
教

室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

太
極
拳
の
「
効
用
」
は
腹
式
呼
吸
を

し
な
が
ら
、
筋
肉
や
関
節
を
適
度
に
ひ

ね
り
、
緩
や
か
に
演
ず
る
独
特
の
拳
法

体
操
で
す
。
か
ら
だ
の
弱
い
人
や
中
高

年
の
人
も
、
性
別
に
関
係
な
く
だ
れ
で

も
練
習
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
教
室
で
は
受
講
生
を
募
集
中
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

太
極
拳
普
及
四
〇
周
年
を
記
念
し
て

十
一
月
七
日
に
東
京
武
道
館
で
全
国
交

流
会
か
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
と
中

国
人
老
師
と
の
表
演
や
全
国
各
教
室
か

ら
の
表
演
な
ど
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

前
日
の
六
日
に
は
四
〇
周
年
を
記
念

し
て
祝
賀
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
極
拳
に
興
味
の
あ
る
方
や
お
知
り

合
い
の
方
を
さ
そ
っ
て
、
こ
の
機
会
に

太
極
拳
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
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懸
案
で
あ
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
２
０
１
５
年
六
月

に
行
い
、
手
直
し
が
自
前
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
更
新
が
頻
繁
に
で
き

て
い
ま
す
。

大
阪
府
連
の
活
動
や
見
解
な
ど
を

発
信
す
る
た
め
、
現
在
、
「
不
再
戦
・

平
和
活
動

友
好
の
旅
」
、
「
行
事

案
内
」
、
「
資
料
室

基
本
資
料
」
、

「
資
料
室

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
中
国
」
、

「
時
事
評
論
」
、
映
画
「
ソ
満
国
境

十
五
歳
の
夏
」
、
劇
映
画
「
望
郷

の
鐘
・
満
蒙
開
拓
団
の
落
日
」
、

「
太
極
拳
講
座
」
、
「
中
国
語
講
座
」
、

「
関
係
団
体
等
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
」
、

「
事
務
所
案
内
周
辺
地
図
」
な
ど
十

一
の
コ
ー
ナ
ー
（
サ
イ
ト
）
が
あ
り

ま
す
。

ち
な
み
に
、
「
資
料
室

基
本
資

料
」
の
サ
イ
ト
に
は
、
日
中
友
好
の

四
つ
の
基
本
文
書
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
条
約
全
文
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
全

文
、
日
中
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
紹
介
が

あ
り
ま
す
。
「
不
再
戦
・
平
和
活
動

友
好
の
旅
」
に
は
、
昨
年
の
「
七
・

一
不
再
戦
の
つ
ど
い
」
の
様
子
や
、

「
長
谷
川
テ
ル
墓
参
の
旅
」
の
記
録

を
掲
載
。

「
時
事
評
論
」
は
、
中
国
に
関
し

て
起
き
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
・
話
題
を

友
好
促
進
の
立
場
か
ら
解
説
、
評
論

す
る
サ
イ
ト
で
文
化
・
暮
ら
し
・
政

治
・
経
済
な
ど
多
角
的
に
発
信
し
て

い
ま
す
。

最
新
（
第
七
回
）
の
掲
載
は
、

「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
元
学
芸
員
の

常
本
一
さ
ん
の
論
文
、
「
中
国
の
人
々

を
傷
つ
け
る
歴
史
認
識
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

府
連
で
お
こ
な
っ
て
い
る
分
野
・

支
部
の
活
動
も
紹
介
、
発
信
し
、
閲

覧
者
に
友
好
運
動
へ
の
興
味
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
充
実
を
め
ざ

し
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
要
望
、
注
文
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
カ
ギ
で
す
。
（
松
尾
）

h
t
t
p
:
/
/

j
c
f
a
o
s
a
k
a
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o
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g
/

五
月
八
日(

日)

一
〇
時
～

こ
の
日
は
一
回
の
み
の
上
映
で
す

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
ホ
ー
ル

阪
急
南
千
里
駅
徒
歩
一
分

五
月
十
一
日(

水)

①
十
時
半

②
十
三
時
半

③
十
六
時

④
十
九
時

吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル

前
売
１
２
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

大
阪
府
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
見
て
い
ま
す
か
？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
資
料
室
を
充
実

中
国
語
教
室

四
月
四
日
に
開
講

太
極
拳
各
教
室
も
開
講

吹
田
上
映
会

ソ
満
国
境

１
５
歳
の
夏

協会本部は組織財政の厳しい現状を踏まえ、経費

削減の一環として、30年間住み慣れた東方学会ビル

から浅草橋鈴和ビルへ移転しました。この特別募金

は1,000円を1口として、総額300万円を目標に取り

組みます。会員の皆様にはあらためてお願いの文書

をお送りします。ご協力お願いします。

協会本部移転・新事務所開設
特別募金ご協力のお願い

な
ん
ば
、
中
津
、
守
口
で

太
極
拳
教
室
開
講



戦
後
七
〇
年
、
安
倍
政
権
に
よ
っ

て
安
保
法
制
が
強
行
採
決
さ
れ
、
第

九
条
を
反
古
に
す
る
た
め
の
憲
法
改

悪
が
企
図
さ
れ
、
ま
た
お
お
さ
か
維

新
の
会
に
よ
っ
て
歴
史
修
正
主
義
の

立
場
か
ら
学
校
教
育
に
お
け
る
歴
史

改
竄
教
科
書
の
採
用
が
強
行
さ
れ
て

い
る
今
日
、
日
本
の
侵
略
と
戦
争
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
国
民
総
体
と
し

て
の
正
し
い
歴
史
認
識
の
実
現
の
努

力
が
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
数
千
万
人
と
い
う
言
語

に
絶
す
る
犠
牲
を
生
み
出
し
た
日
本

軍
国
主
義
と
日
本
の
政
権
・
軍
部
が

国
策
と
し
て
遂
行
し
た
戦
争
責
任
を

さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
「
関
東
軍
の
棄

民
・
棄
兵
」
政
策
に
対
し
て
、
「
初

め
て
知
っ
た
」
、
「
赦
せ
な
い
」
と

の
憤
り
の
声
が
あ
り
ま
す
。
本
講
演

会
は
、
研
究
者
・
教
育
者
と
府
民
が

一
体
と
な
っ
て
究
明
し
、
歴
史
総
括

を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
も
の
と
し

て
企
画
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
が
、
会
場
の
都
合
で
先
着
順
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

哈
達
河
（
ハ
ダ
ハ
）
開
拓
団
１
３

０
０
人
の
う
ち
４
０
０
名
以
上
が
自

決
を
強
要
さ
れ
、
生
き
残
っ
た
の
は

七
人
の
幼
い
子
ど
も
だ
け
と
い
う
悲

惨
な
体
験
談
を
黒
川
猛
夫
氏
が
お
話

し
さ
れ
ま
す

麻
山
事
件
（
ま
さ
ん
じ
け
ん
）
と

は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
５

年
（
昭
和
二
〇
年
）
八
月
十
二
日
、

満
州
国
鶏
寧
県
麻
生
区
（
現
中
華
人

民
共
和
国
黒
龍
江
省
鶏
西
市
麻
山
区
）

に
お
い
て
、
日
本
の
哈
達
河
開
拓
団

が
避
難
中
に
ソ
連
軍
と
満
州
国
軍
反

乱
兵
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
て
集
団
自

決
し
た
事
件
。
４
２
１
人
が
死
亡
し

た
。

黒
澤

誠
司

弁
護
士

大
阪
府
出
身
１
９
９
８
年
弁
護
士
登
録

京
都
法
律
事
務
所
入
所

中
国
残
留
孤
児
国
家
賠
償
訴
訟
京
都
弁

護
団

事
務
局
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
国
賠

訴
訟
弁
護
団

事
務
局
長
、
青
年
法
律

家
協
会
京
都
支
部

事
務
局
長
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

患
者
の
権
利
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

関
西
常
任
委
員
な
ど
を
歴
任

敗
戦
間
際
、
日
本
政
府
は
天
皇
制
国

家
を
維
持
す
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
政
府

の
方
針
に
従
っ
て
、
敗
戦
前
後
に
関
東

軍
首
脳
と
軍
幹
部
家
族
ら
は
開
拓
団
員

を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
居
留
民
を
置

き
去
り
に
し
て
い
ち
早
く
帰
国
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
置
き
去
り
に
さ
れ
た

一
般
居
留
民
の
幼
子
や
婦
人
た
ち
は
残

留
孤
児
や
残
留
婦
人
と
な
り
、
関
東
軍

司
令
部
か
ら
武
装
解
除
の
指
示
を
受
け

た
将
兵
た
ち
は
、
ソ
連
軍
に
連
行
さ
れ
、

シ
ベ
リ
ア
等
で
過
酷
な
強
制
労
働
を
科

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
策
で
人
々
を
侵
略
の
た
め
の
開
拓

や
戦
争
に
駆
り
立
て
た
政
府
と
軍
の
横

暴
と
無
責
任
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
歴
史
は
繰
り
返
し
ま
す
。
過

去
の
出
来
事
に
目
を
向
け
な
い
と
現
在

の
状
況
を
正
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
今
回
の
企
画
が
現
在
の
状
況
、

そ
し
て
将
来
を
正
し
く
見
据
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
の
協
力
も
得
て
、
全
国
交
流
会
に
参

加
で
き
な
い
人
も
含
め
て
、
太
極
拳
普

及
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
五
月
十
四
・

十
五
日
に
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
体
育

館
で
、
ミ
ニ
企
画
「
太
極
拳
ま
つ
り
」

を
計
画
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
始
ま
る
教
室
は
交
流
会
参

加
の
た
め
の
講
習
に
切
り
替
え
て
、
み

ん
な
で
四
〇
周
年
を
楽
し
く
迎
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

全
国
初
公
開
「
棍
術
の
型
」
も
東
海
、

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
表
演
予
定
で
す
。

太
極
拳
普
及
４
０
周
年
記
念

プ
レ
太
極
拳
ま
つ
り

五
月
十
四
～
十
五
日

石
清
水
八
幡
宮
・
体
育
館

全
日
程
参
加
１
３
，
０
０
０
円

参
加
申
込
は
お
早
め
に
、

各
教
室
か
府
連
事
務
所
ま
で

太
極
拳
普
及
４
０
周
年
記
念

全
国
交
流
会

十
一
月
十
七
日(

日)

十
時
か
ら

東
京
武
道
館

(

足
立
区
綾
瀬)
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過
去
の
克
服
・
加
害
と
被
害
を
考
え
る
学
習
講
演
会

日
本
関
東
軍
に
よ
る
棄
兵
・
棄
民
政
策

歴
史
の
証
言

「
麻
山
事
件
」
か
ら
生
還
し
て

黒
川

猛
夫
氏

講師 黒澤 誠司 氏（弁護士）
４月２４日（日）14：00～16：30

大阪グリーン会館（申込不要・先着順150名）

ＪＲ東西線天満宮、地下鉄南森町駅８分

参加協力費（資料代込み）１０００円

(呼びかけ団体)大阪民衆史研究会、日中大阪府連

過去の克服・加害と被害を考える
日本・関東軍による棄兵・棄民政策

講
演
要
旨

三
月
十
三
日
吹
田
市
で
水
餃
子

を
二
十
名
が
四
組
に
分
か
れ
て
作

り
ま
し
た
。
毎
年
参
加
の
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
初
参
加
の
方
も
含
め
て
、

リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
な
が
ら
、
き
れ
い
に
出

来
あ
が
り
ま
し
た
。

事
前
に
餃
子
の
皮
の
材
料
を
準

備
し
て
各
班
そ
れ
ぞ
れ

皮
作
り
か
ら
、
レ
ン
コ

ン
の
み
じ
ん
切
り
や
野

菜
と
豚
肉
を
あ
わ
せ
て

具
材
も
出
来
上
が
り
、

一
時
間
ね
か
せ
た
水
餃

子
の
皮
に
包
み
こ
み
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
差
し
入
れ
の
日
本

酒
や
手
作
り
の
一
品
も

添
え
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
阪
西
支
部
の
二
月
定
例
行
事

は
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
す
。
十
七

日
桜
橋
ボ
ー
リ
ン
グ
場
で
、
十
五

名
が
四
組
み
に
分
か
れ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
予
想
に
反
し
て
優
勝

は
恒
岡
さ
ん
で
し
た
。

終
了
後
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
新
年

会
は
、
和
気
愛
々
と

談
笑
の
輪
が
広
が
る
、

本
当
に
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
楽
し
い

行
事
を
通
じ
て
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
は

か
り
、
大
阪
西
支
部

を
皆
の
力
で
大
き
く

発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

水
餃
子
の
会

西
支
部
定
例
行
事

ミ
ニ
企
画
で
盛
り
上
げ
プ
レ
太
極
拳
ま
つ
り

講
師
紹
介


